
コレクション
同じモデルを複数のシーンで共有する



ムービー・シーン・ショットの関係

◼ムービーはシーン (Scene) をつなぎ合わせて作る
◼シーンは同じ場所で展開される一続きの話

◼シーンはショット (Shot) をつなぎ合わせて作る
◼ショットはカメラを回し始めてから止めるまで
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シーン
ショットという単語を並べてシーンという文を作るイメージ



ショットとモデルを別々に管理する

.blend ファイルはショッ
トごとに作る必要がある

異なるショットで同じモ
デルを使う場合がある

モデリングに使うファイルと
レンダリングに使うファイルを分ける
（モデルは他のファイルから読み込めるようにする）



課題制作のワークフロー

アイデア
コンセプト
原作

絵コンテ

パーツリスト

シナリオ

ムービー
モデリング用ファイル

レンダリング用ファイル

プリプロダクション プロダクション ポストプロダクション

モデリング

ムービークリップ

レイアウト・ライティング
リギング・アニメーション

レンダリング

編集



General（全般）で

Blender を起動する



File メニューから Open を選ぶ Ctrl Oまたは

以前にモデリングしたファイルを開く



フォルダを選んで

ファイルを選んで

開く



コレクションの追加



ダブルクリックして
名前を変更しておく



モデルを構成するオブジェクトを
ドラッグしてコレクションに重ねる



他のオブジェクトも
コレクションに入れる



ダブルクリックして
名前を変えておくとよい

File メニューから Save を選ぶ Ctrl Sまたは

ファイルを保存する



File メニューから New を選ぶ Ctrl Nまたは

General を選ぶ



どっちでも可



File メニューから Link を選ぶ



フォルダを選んで

ファイルを選んで

Link をクリック



Collection のフォルダを選んで

Link をクリック



さっき作った Collection を選んで

Link をクリック



モデルが追加されるこれは元のファイル内の
モデルを参照するリンク



リンクなので
編集できない



Move または G Y

緑の→をドラッグ

（全体が単一のオブジェクトとして扱われる）



File メニューから Append を選ぶ



さっきと同じ Collection を選んで

Append をクリック



モデルが構造ごと
追加される

これは元のファイル内の
モデルのデータのコピー



コレクション内の最初の
オブジェクトを左クリック



コレクション内の最後の
オブジェクトを Shift を押しながら左クリック

Shift



緑の→をドラッグ

（ここのオブジェクトは独立しているので全部選択して移動する）



Rendered



File メニューから Save を選ぶ Ctrl Sまたは



保存先を選んで

さっきとは異なるファイル名を指定して

保存



Rendered

元のファイルを（同時に）開く

Windows の場合はタスクバーのBlender のアイコンを右クリック



File メニューから Save を選ぶ Ctrl Sまたは

修正してファイルを保存する



File メニューから Revert を選ぶ

新しいファイルを再読み込みする



Rendered

リンクした方だけ
変わっている


